
国
の
ク
リ
フ
ト
ン
・
K
・
ミ
ー
ダ
ー
医

学
博
士
が
ま
と
め
た
格
言
集「
ド
ク

タ
ー
ズ
ル
ー
ル
」は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
臨
床

の
体
験
と
知
恵
を
教
え
る
。2
0
1
6
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
の
、特
に
医
薬
品
の
扱
い

に
つ
い
て
、こ
の
格
言
集
で
論
評
し
て
み
よ
う
。

服
用
中
止
で

む
し
ろ
体
調
回
復

　
「
ド
ク
タ
ー
ズ
ル
ー
ル
」
は
何
度
も
改
訂

さ
れ
、
筆
者
の
愛
読
版
は
い
さ
さ
か
古
く

1
9
9
5
年
第
5
刷（
福
井
次
矢
・
聖
路
加
国

際
病
院
長
の
翻
訳
、南
江
堂
刊
）。4
2
5
の

格
言
が
掲
載
さ
れ
、特
に
医
薬
品
を
め
ぐ
る

項
目
が
多
い
。

　

た
と
え
ば〈
老
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、服
用
し

て
い
る
薬
を
中
止
す
る
と
体
調
が
良
く
な
る
〉

〈
薬
を
1
種
類
加
え
る
と
き
に
は
、処
方
し
て

い
た
薬
を
1
種
類
止
め
る
こ
と
〉な
ど
と
手

厳
し
い
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
で
は「
減
薬
」の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
た
。入
院
時
6
種
類
以
上
を
服

用
し
て
い
た
患
者
の
薬
が
退
院
時
に
2
種
類

以
上
減
っ
た
際
は
2
5
0
点（
1
点
10
円
、以

下
、同
じ
）。外
来
も
同
様
に
受
診
前
と
受
診
後

で
2
種
類
以
上
の
減
薬
は
2
5
0
点
、連
携
の

薬
局
に
も
50

点
が
加
算
さ

れ
る（
図
参

照
）。

　

重
複
投

薬
・
相
互
作

用
防
止
の
た

め
薬
局
が
外

来
患
者
の
持

参
し
た
処
方

せ
ん
に
疑
義

照
会
を
行

い
、
処
方
内

容
が
変
更
さ

れ
た
場
合
は

加
算
20
点
を

同
30
点
に
引

き
上
げ
た
。

在
宅
患
者
に
つ
い
て
も
疑
義
照
会
・
処
方
変
更

は
30
点
が
新
設
さ
れ
た
。

　

こ
ん
な
対
策
を
打
ち
出
す
ほ
か
な
い
ほ
ど

多
剤
投
与
・
重
複
投
与
は
深
刻
だ
。

　

自
宅
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
4
割
近
く
は
6

種
類
以
上
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
。最
多
は
3

～
5
種
類
の
39
％
、6
～
9
種
類
28
％
、10
種

類
以
上
9
％
、最
多
は
何
と
17
種
類
も
の
服

用
だ
っ
た（
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

米

2016.6 ■健康保険 40

ドクターズルールで読む
薬との付き合い

かかりつけ薬剤師

自　宅 かかりつけ薬局医療機関
【受診前】
6種類以上の薬

【受診後】
2種類以上減少
→250点（新設）

薬局と連携
→50点加算

注）厚生労働省資料を一部改変

多種類の服薬（内服薬）を行なっている患者に対して
受診時に薬剤が減少した場合を評価



に
よ
る
都
内
在
住
65
歳
以
上
1
2
7
0
人
聞

き
取
り
調
査
）。

　
〈
4
種
類
以
上
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
患
者

は
医
学
の
知
識
を
超
え
た
領
域
に
い
る
の
で

あ
る
〉。

「
節
薬
バ
ッ
グ
」普
及
を

応
援

　

薬
袋
は
し
ば
し
ば
風
船
の
よ
う
に
膨
れ
、

全
部
を
服
用
す
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
。

　
〈
患
者
は
処
方
ど
お
り
に
薬
を
飲
ま
な
い

こ
と
が
多
い
〉〈
患
者
ま
た
は
患
者
の
家
族
に
、

患
者
の
服
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
薬
を
定
期

的
に
持
っ
て
き
て
も
ら
う
こ
と
。い
く
分
か

仰
々
し
い
し
ぐ
さ
で
、中
止
で
き
る
薬
は
全

部
く
ず
箱
に
捨
て
な
さ
い
〉

　
「
く
ず
箱
」で
は
な
く「
残
薬
バ
ッ
グ
」や「
節

薬
バ
ッ
グ
」を
使
う
運
動
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。福
岡
市
、鹿
児
島
市
、奈
良
県
・
大
和
郡
山

市
等
の
薬
剤
師
会
は
、バ
ッ
グ
を
配
り
、飲
み

忘
れ
・
飲
み
残
し
薬
を
持
参
し
て
も
ら
っ
て

指
導
し
て
い
る
。そ
の
運
動
を
後
押
し
す
る

バ
ッ
グ
の
配
布
・
持
参
薬
の
点
検
に
薬
学
管

理
1
8
5
点（
月
1
回
）の
報
酬
が
設
け
ら
れ

た
。

　

ち
な
み
に
日
本
薬
剤
師
会
に
よ
る
と
、在

宅
の
約
8
0
0
人
対
象
の
調
査
で
、約
４
割

の
患
者
に「
飲
み
残
し
」「
飲
み
忘
れ
」
が
あ

り
、１
人
当
た
り
月
額
約
3
2
0
0
円
相
当

で
あ
っ
た
。こ
の
割
合
を
75
歳
以
上
の
全
患

者
に
当
て
は
め
る
と
、年
間
の
残
薬
は
推
定

4
7
5
億
円
に
上
る
。

　
〈
投
与
薬
の
数
が
増
え
れ
ば
、副
作
用
の
起

こ
る
可
能
性
は
指
数
関
数
的
に
高
く
な
る
〉〈
薬

と
は
、患
者
の
気
分
を
良
く
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、悪
く
す
る
も
の
で
は
な
い
〉

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の

登
場

　
「
門
前
薬
局
か
ら
か
か
り
つ
け
薬
局
、そ
し

て
地
域
へ
」を
掲
げ
た
厚
労
省
の「
患
者
の
た

め
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
」推
進
へ「
か
か
り
つ
け

薬
剤
師
」が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
。

　

主
な
役
割
は
、①
服
用
情
報
の
一
元
的
・
継

続
的
な
把
握
②
24
時
間
対
応
・
在
宅
対
応
③

医
療
機
関
と
の
連
携
で
あ
る
。

　

出
来
高
払
い
の「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
指

導
料
」（
1
回
70
点
）と
、調
剤
料
等
も
包
括

の「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
包
括
管
理
料
」（
同

2
7
0
点
）が
新
設
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
3
年
以
上
の
薬
局
勤
務
等
を
条

件
に
、①
24
時
間
の
相
談
体
制
②
患
者
が
受

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、財
団
法
人
・
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事
長
。

財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ

パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

診
す
る
全
医
療
機
関
と
全
服
用
歴
の
把
握
③

必
要
に
応
じ
在
宅
訪
問
、服
用
薬
の
整
理
・
管

理
等
が
算
定
要
件
に
さ
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
患
者
の
同
意
で
契
約
書
を
交
わ

す
だ
け
に
、メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
え
、

信
頼
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、「
医
薬
分
業
」の

理
念
や
目
的
に
背
く
、ず
さ
ん
な
薬
歴
管
理

や
不
請
求
を
踏
ま
え
た
改
定
で
も
あ
る
。

　

日
本
薬
剤
師
会
に
よ
る
調
剤
薬
局
約
5
万

施
設
の
自
主
点
検
で
、14
年
に
大
手
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
を
含
め
1
2
2
0
施
設
で
81
万
件

余
の
薬
剤
服
用
歴
の
未
記
載
が
判
明
し
た
。

薬
歴
の
記
録
・
保
管
に
払
う
薬
剤
服
用
歴
管

理
指
導
料（
当
時
1
回
41
点
）の
推
定
3
億
円

の
不
正
請
求
だ
っ
た
。

　
〈
あ
な
た
は
患
者
の
代
弁
者
で
あ
る
。患
者

以
外
の
誰
の
代
弁
者
で
も
な
い
〉

　

ド
ク
タ
ー
ズ
ル
ー
ル
は
医
師
向
け
の
心
得

だ
が
、広
く
医
療
職
全
般
に
当
て
は
ま
る
格

言
だ
。
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